
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月になり寒い冬もようやく峠を超えそうです。 

今年は例年以上に寒い冬でしたので、暖かい春が待ち遠しいところですが、

春は花粉の季節でもあり、今年は中国大陸からの超微粒子の飛来も加わり、 

花粉症や呼吸器疾病を持つ人々にとって辛い季節となりそうです。 

健康第一です。皆さんマスクなどの対策を忘れず元気に過ごしましょう。 

 

先月のあんずの会たよりでもご案内しました様に、３月１０日１３：００より 

アプリコットホームにて「これからの１０年を考える会」を開催します。 

知的障がい者（児）を取り巻く環境はこの１０年で大きく変わりました。 

私たちの暮らしは、時の政治や経済と密接な関係を持ち、それを抜きに 

考えることはできません。法律や制度が変わるたびに私たちは対応に追われ 

ました。今後も同様のことが起こる可能性があります。その時になって、 

あわてて活動するのではなく、まず自分たちの将来についてどの様に考え、 

何をすべきか、しっかりとした未来展望を持つことが重要だと考えています。 

その未来展望の中で「あんずの会」が担うべき役割が何なのか、まとめられる 

ことを期待しております。 

繰り返しになりますが、多くの皆様の参加をお待ちしております。 

みんなでワイワイ意見交換できることを楽しみにしています。 
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  ご卒業おめでとうございます 
 

菜々海が高校を卒業する時が来て・・・ 
                           

とうとう１番下の子の菜々海が、高校を卒業する時が来てしまいました。 

高校の 3年間はアッと言う間だよ、と先輩のお母さん方から伺っていましたが、 

本当に早かったです。 

思い起こせば、菜々海が 3歳ぐらいで、聖徳園に行くバスを待っていた時に、 

バイクで通りかかったどなたか（お顔を覚えていなくて、未だにお名前がわからな

いのですが、多分あんずのお母さんだったのだと思います。）に、あんずの会って

知ってる？入らない？ 

というような声をかけて頂いたのが、私があんずの会を知った始まりでした。 

その後、さつき荘の相談に伺い（相談員はその当時、Ｈさんでした。） 

その後、バザーのお手伝いとかクリスマス会とかに参加させて頂きだして・・・ 

何故か、どっぷり？？？ 現在に至っています。 

  

菜々海は、卒業後、ちょうど堺市にベルデが出来て、生活介護の事業所に空き

があり、作業所は決まりました。が、今後、私が居なくなった時（美人薄命というし）

←子ども達には、憎まれっ子世にはばかるだから、お母さんは３桁いや４桁生き

る！と言われましたが(-_-;) 

来るであろう先の事も考えて菜々海の将来の生活の場を作っておかなけれ

ば・・・と思っています。 

子ども達が、大きくなるにつれ、年々早く時間が流れていくように感じられます。

そろそろ今後の事も考えておかなければならないと痛感する今日この頃です。 

 

あんずの会と知り合えたおかげで、困った時にも助けて頂き、菜々海も楽しく 

成長させて頂いたと、感謝しています。 

今までお世話になってきたあんずの会に、少しでも御恩返しが出来るように 

これからも、細く長く、皆様のお手伝いが出来たらと思います。 

あんずの皆様、ありがとうございます。これからも宜しくお願いします。 

                                      野口 菜々海（母） 

                               

あっと言う間に過ぎた六年間でした。 

次は、もう中学部です。 

ドキドキなのは母かもしれません 

何事も、母も子供も楽しみながら、進んで行けたらなあと思います。 

山田 母 
 



ご卒業おめでとうございます  
 

ぼくは富田林支援学校を３月に卒業します。 

たくさんの友達ができ 友達がいたからがんばれた。 

ありがとう！かんしゃします。 
 

    これからはたくさんお金がもらえるように仕事をがんばりたいです。 
                                    建太 
  

     今 やっと１つの出発点にたてたような気分です。 

   たくさんの方々に助けて頂き これまできました。 

本当に感謝致します。 

     まだまだ長い人生 これからもどうぞよろしくお願い致します。 
                                     母 
 

中学部卒業にあたって       
                         

地域の小学校から入学して、早いものでもう３年。 

気苦労の多かった小学校時代からは想像もつかなかった程、 

気楽な環境の下、息子は毎日喜んで通学し、親の欲目ながら 

ずいぶん成長してくれたと思います。 

４月からは、いよいよ高校生。 

私達を取り巻く現状は日々厳しくなっていますが、息子の更なる 

成長を期待して見守っていきたいと思っています。                    

Ｙ・Ｈ 
 

 

ボーリング＆昼食会、卒業進学お祝いの会の感想 

学齢恒例のボーリング、食事会に参加しました。ボーリング２ゲーム！！ 

皆で、ワイワイ、ガヤガヤと楽しく投げました。ガーター防止の柵ありで、 

得点アップで母達もラッキーでした。ボーリングで体を動かした後、 

のて！！で焼肉をいっぱい食べました。個室で他のお客さんに気を 

使う事もなく、母達もゆったりと食べれました。息子は、食べきれな 

かった友達の焼肉をもらい、とても美味しそうに食べてましたが、 

その横で、息子のお腹のふくらみがとってもきになった母でした。 

楽しい時間を親子で過ごす事ができ、本当に良かったです。   Ｔ母 



 


